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 ２ 平成２１年度当初予算における取組  
■ 平成２１年度当初予算では，平成１８年１２月に策定した財政健全化に向けた「新たな具体化方策」 

  に沿って歳出・歳入を徹底的に見直し，財源不足額を４０９億円圧縮しました。  

■ 圧縮後の財源不足２５３億円については，財源対策を講じています。                                                        （単位：億円） 区    分 Ｈ２１の取組内容 効 果 額 (一般財源) 内 部 努 力  １８６ 人件費の抑制 ○職員数の見直し   知事部局・警察本部（警察官を除く）等   ２９０人程度   教育委員会                １５０人程度 ○給与等抑制措置（月例給及び期末・勤勉手当等のカット 局長・部長級７.５％，課長級５.５％，その他職員３.７５％） ○諸手当見直し 等 １３６  内部管理経費 の 削 減 ○事務事業総点検の結果等に基づく削減  ・施設管理水準の見直し・経費抑制等  ・旅費，物品調達方法の見直し等 ５０ 施策の見直し  １８６ 普 通 建 設 事 業 費 等 の 削 減 ○公共事業の計画的削減  ・補助公共，単独公共（建設）をＨ１８当初に比べ３５.０％削減  ・直轄事業負担金，単独公共（維持）をＨ１８当初に比べ１７.５％削減 ○公共事業以外の投資的経費を計画的にＨ１８当初に比べ３５.０％削減 １２３ 
歳          出  事務事業の 見 直 し ○事務事業総点検の結果に基づく削減  ・必要性・有効性・効率性の視点から事業の徹底見直し，情報システム最適化，契約見直し 等  ・義務的補助金に準ずる補助金等の見直し ６３ 歳入 歳 入 の 確 保 ○収入未済額の縮減等 ３７ 合   計  ４０９ 

 
 

行政改革推進債等の発行 184財源調整的基金の取崩し 13
（単位：億円）

公債費の財源対策 50特定目的基金の活用 6
区　　　　　分 対策額財源不足額(健全化対策後) 253財源対策

Ｈ21分財源不足662億円 372億円
37億円 253億円

歳入 歳出

Ｈ20分Ｈ19分
財源不足圧 縮 額409億円

財源対策の内訳


